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国民年金
だより
問い合わせ先

保険年金課　年金係
1（４０）５５５８

学
生
で
収
入
が
な
く
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
各

庁
舎
（
国
分
寺
庁
舎
は
保
険
年
金
課
、

石
橋
・
南
河
内
庁
舎
は
市
民
課
窓
口

係
）
に
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
、

承
認
さ
れ
た
期
間
中
の
保
険
料
は
、

支
払
い
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
で
き
る
方
は

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
前
年
の
所

得
が
一
定
基
準
以
下
（
前
年
の
所
得

が
118
万
円
＋
扶
養
親
族
等
の
数
×
38

万
円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等
）
の
方

※

学
校
法
人
の
許
可
を
受
け
て
い

な
い
各
種
学
校
、
予
備
校
、
海
外

の
学
校
の
学
生
は
、
学
生
納
付
特

例
の
対
象
と
な
ら
な
い
学
校
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
各
庁
舎
窓

口
で
、
保
険
料
の
全
額
・
半
額
免
除
、

納
付
猶
予
の
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
学
生
納
付
特
例
の

承
認
を
受
け
た
期
間
は

①

平
成
17
年
度
か
ら
、
承
認
さ
れ

た
期
間
の
保
険
料
は
、
申
請
し
た

年
度
の
４
月
分
か
ら
猶
予
さ
れ
ま

す
。

②

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額

の
計
算
に
は
入
り
ま
せ
ん
。

③

学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料

は
、
承
認
を
受
け
た
月
以
降
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
め
ら
れ
ま
す
（
追
納
）。
追
納

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
参

入
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
承
認

を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す

る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
経

過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。）

④

学
生
納
付
特
例
期
間
中
に
、
万

が
一
の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
で
も
、
受
給
資
格
が
あ

れ
ば
障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
手
続
き
は
簡
単
で
す
！

◎
手
続
き
は

各
庁
舎
（
国
分
寺
庁
舎
は
保
険
年

金
課
、
石
橋
・
南
河
内
庁
舎
は
市
民

課
窓
口
係
）
で
、「
国
民
年
金
保
険

料
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在

学
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）

②
年
金
手
帳

③
み
と
め
印
（
本
人
自
ら
署
名
す
る

場
合
は
、
押
印
は
不
要
で
す
）

◎
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
は
前
年
の
所

得
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
継

続
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
毎
年
、
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
の
受
給
者
は
、
老

齢
や
死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る
厚
生

年
金
給
付
と
の
併
給
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
障
害
を
有

し
な
が
ら
就
労
し
て
自
ら
保
険
料
を

納
付
し
た
こ
と
が
年
金
給
付
に
反
映

し
に
く
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
が
平
成
18
年
４
月
よ
り
改

正
さ
れ
、
選
択
肢
が
次
の
よ
う
に
広

が
り
ま
す
。

●改正後
障害基礎年金＋老齢厚生年金との併給を可能にすることで、就労をして保険料を納めた期間が年金額に反

映されます。

※左記の【例】は老齢厚生年金との併給についての例ですが、
老齢厚生年金のほかに　・（遺族厚生年金＋障害基礎年金）

・（退職共済年金＋障害基礎年金）
・（遺族共済年金＋障害基礎年金）

の併給が可能となります。

●現行制度
65歳時点で、老齢年金（老齢厚生年金＋老齢基礎年金）か障害基礎年金を選択

【例】

【例】

老齢厚生年金

障害基礎年金のみの方が金額が高くなり、障害基礎年金を選択するケースが多い
⇒　自ら保険料を納付したことが年金給付に反映しにくい

障害基礎年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金

障害基礎年金

←どちらかを選択→

学
生
の
皆
さ
ん
！

学
生
納
付
特
例

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
の
が
困
難
な
と
き
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
で
障
害
基
礎
年
金

の
受
給
権
を
お
持
ち
の
方
へ

平
成
18
年
４
月
よ
り
、年
金
の

受
給
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
。




